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松本晴子さん 

「成年後見のトリセツ」 
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大田みほさん 

「グアテマラの森と人と 
いのちを守るマヤナッツ

のお話」 
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 すんばらしくたのしーいおしゃべり会でし

た！！もっとも一番興奮して目をらんらんとさ

せていたのはわたしでしたが… 

いちむらさんの語り口はとっても独特でユーモ

ラスでした。二時間のうちに出てきたエピソード

は、悲しい暗いとか私が知らないから勝手に持つ

イメージを覆す力がありました。その中でも一番

心に残ったいちむらさんの言葉から自分の感想

を書こうと思います。 

  

 「ホームレスライフはいいことも悪いことも思

い切りごちゃまぜで、とてつもないダイナミズム

にあふれている。他人のプライベートも見えてし

まうので関わっているうちにそれが自分のプラ

イベートになってくる。なんだか毎日忙しい・・

仕事もしてないのに(会場で起こる笑い)。それで

私はその生活を手放したくないんです」 

  

小学生の頃、私は勉強しないとホームレスに

なるよと大人に言われたことがあります。最後に

落っこちてもう登ってこられない、そうなったら

生きていないほうがいい場所みたいな恐ろしさ

を感じました。大人になって世間が押し付けてく

る価値観の中にいられないと思った私はなるべ

くいろーんな生き方をしている人たちに会いに

いくようにしています。それでも「ホームレス」

の方と知り合いたい、話をしたいと思ったことは

なかった。思いつきもしなかった。でも今回私は、

できたらいちむらさんともっと話したい会いた

い友達になれたら、と思っていました。どうして

なんだろう。行政がホームレスに食べ物が行かな

いようにしているとかテント村を増やさないよ

うにしているとか明るい街づくりの名目で寝る

場所の締め出しをしているとかそんな話も出て

きました。けれどもそこにいて生きている人たち

の関わりに「いい」ばかりじゃなくても「より上

を」や「すばらしい未来」を見ているつもりの家

にいる私には味わえない、豊かさを感じ取ったか

らだと思います。そしてそれはきっと認められる

ことを追いかけなくても別にいいじゃないって 

本当に 言えるそういう種類の豊かさでした。役

に立たないなら生まれて来た意味がないと思っ

ていると、たくさん努力はできてもどこか人はは

りつめてくる。反故にした自分や世界からしっぺ

返しをちゃんと食らってる、だって私はなあんか

さみしいなあって思っているもの。 

いちむらさんは『Dear キクチさん、ブルーテ

ント村とチョコレート』 キョートット出版 と

いう本を書きました。あんまりすばらしい本で私

はどきどきしました。生きているって結構いいよ

ね ごたまぜにいろんなみんなとここにいられ

るのはうれしいものなんだなと思わせてくれる

本です。いちむらさんは自分だけのやり方でこの

本を書いたと思います。心の中の視線を洗いなお

してくれる、そんな力のある本だと思いました。 

 

＊＊＊追記＊＊＊ 

エノアールに五月の終わりに行ってきました。

知り合いにもちろんホームレスの方はいないので

すごく緊張して前の日は眠れませんでした。でも

行ってみたらよかったです。パステルをかして貰

って一枚公園の木漏れ日の絵を描いてきました。

どきどきしたりぼんやりしたりして三時間ほど過

ごしました。 
 流れる時間に制約がなくて生まれてくる前とか

死んだ後とかそれくらいたらりりとろんとした印

象でした。 
 ちょっと悟りの世界みたいでしたよ。また行っ

てこようと思っています。 

（なつみ） 

 

４月18日（金） 

ゲスト：いちむらみちこさん 

「家を出て、キラリホームレスライフ」 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４月の第１週、月～金曜日の夕方、NHK「ニュ

ース首都圏」で放映されたシリーズがある。題し

て「“孤”人の時代」。今、日本では単独世帯（←

ひとり暮らしの世帯を国勢調査ではこういう）が

増加して、2005 年には、夫婦と子どもからなる核

家族世帯（←少し前までは“標準”世帯なんてい

う用語が使われていて、どーせ、ウチは標準じゃ

ないのね！とブーたれていた）よりも多くなった。

そこで、ひとり暮らしの女性たちが何を考えてい

るか探ってみようということになったらしい。そ

のシリーズの第１回で、私たち「女の空間 NPO」

が取材を受けたこともあって、今月のおしゃべり

会は、まずは放映された番組を５回連続で見て、

それからご参加の皆さんと肴にしてしまおうと

いう企画。 

進行役で、かつ取材を受けた私から、そもそも

タイトルが気に入らないと口火を切らせていた

だいた。「個」人なら納得するものの、「孤」人は

ないだろう。孤独・孤立・孤島等々、「孤」には

他とのつながりを拒否するネガティブなイメー

ジがつきまとう。私たちの目指す姿は、そうでは

ない。むしろ全く逆で、血縁や地縁によらない「知

縁」（←上野千鶴子さんの造語）あるいは「志縁」

（←私の修論の査読をしてくださった社会学者

の高橋勇悦先生の造語）、はたまた「智縁」（←女

たちが人智を伝え合うというこのNPOのミッショ

ンから造語してみました。こんなのはダメかし

ら？）を大切に、「個」として独立しているひと

りひとりが、ゆるゆるとつながりあっている状態。

ちょうどいい日本語がないなあ。英語で言えば

Independent とか Individual のイメージ。「わた

し」であること。 

その部分がどうも番組では表現されていなか

ったのが悔しい。というか、作り手側にその意識

が薄いことが暴露されていた。一連の番組を見る

と、やっぱり老後が不安ねとか、結局ひとりは寂

しいという結論にさせたい意図が透けて見える。

参加者の皆さんからも、「そうじゃないんだって

ばぁ！」と批判しきり。では実際みなさんは日頃

どう感じているのか？何か方策を考えているん

でしょうか？参加者から自由に言いたいことを

言ってもらった。 

年配のワンルームマンションにお住まいの方

は、隣近所とのコミュニティがないことを話され

た。そうですとも。でもそういうものがなくても、

「ここ」があります。月に一度ですが、言いたい

ことを誰にも気兼ねなく安心して言える場、そう

いう場は必要だと思っています。「私ばかり話し

てしまっていいのかしら」結構です。日頃言える

場がないのなら、この時くらい、どうぞ、どうぞ。 

女の人は、ずっと誰かにお伺いを立ててからで

ないと些細なことも決められなかった。曰く「お

父さんに聞いてから」。そうではなくて、わたし

の考えはこうです。わたしはこのように判断しま

した。そうあたりまえに言いたい。「個人」とは

そういう姿だと思う。それで判断に迷うなら、ゆ

るゆるとつながった他の人のお知恵を拝借して、

より納得のいく判断を下せばいいじゃない。最後

は、わたしのことはわたしが決める。誰かのせい

なんかにしない。結果がどうであれ、わたしが決

めたことに責任はとる。そんな潔さを育てていき

たいとお話を聞きながら思った。 

時間はアッという間に過ぎて、すぐに９時を回

ってしまった。おんなのひとり暮らしシリーズ

（←勝手にシリーズにしてしまいました）は今後

も継続させていきたい。もちろん物理的にひとり

で暮らしていなくても、「個人」として誰かと共

同生活を営んでいる場合も含めてね。 

（木下礼子） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月16日（金） 

「孤立それとも連帯？ 

ＮＨＫの放送を観て話そう」 

��
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「私にとってなぜ歌を詠むのかという問いは、な

ぜ歌を捨てないのかという問い、なぜ上野千鶴子

にならなかったのかという問いなのです」と、阿

木津さんの話は始まった。戦後生まれの阿木津さ

んにとって、短歌は時代遅れの、見向きもされな

いものに感じられていたという。それが、大学を

出て公務員として仕事をはじめ、職場や社会の中

で女であることの抑圧が重く感じられるように

なったとき、自分には文学ならできるのではない

かと思いついた。その時たまたま出会ったのが短

歌だったという。 
 阿木津さんは自作の中からフェミニズムとの

かかわりが強いと思う歌を選んで、レジュメのか

わりに配り、それを読みながら語ってくださった。

第一歌集『紫木蓮まで・風舌』の中には、フェミ

ニズム詠の代表とされる「産むならば世界を産め

よものの芽の沸き立つ森のさみどりのなか」「い

にしえの王（おおきみ）のごと前髪を吹かれてあ

ゆむ紫木蓮まで」のように女の命をうたいあげる

歌と、「労働組合も社会主義も要するに男にてあ

らねばつまらなし」「欝の日は花を買いきて家妻

と親しむなどの発想憎し」といった男社会を切っ

て捨てる歌が並列されている。 
 一見すると、前者は万葉から今につながる女歌

の流れの中にあり、後者は短歌の伝統を蹴飛ばす

ように見える。ところが、「男にてあらねばつま

らなし」という切り捨てかたは土屋文明を踏まえ

ているそうだ。「欝の日」は、啄木の「友がみな

われよりえらく見える日よ 花を買ひ来て 妻

としたしむ」への返歌（？）である。（私は啄木

が好きだったけど、伝記などを読むと妻や友人に

はヒドイ男だったらしい。） 
 そんなふうにいくつかの歌を見ただけでも、短

歌という文学形式が背負っている何層もの歴史

に気づかされる。そんな制約の多い短歌を、それ

でも阿木津さんが捨てないのは、結局は「言葉」

へのこだわりであるという。短歌という詩形は根

のない言葉をはじきだす。たとえば、外来語や流

行語などを使おうとしても歌にならない。その制

約のある形と格闘することによって、言葉そのも

のであるような歌をつくりたいと、阿木津さんの

語りは熱っぽかった。 
 言葉については、参加者もそれぞれ思うことが

あり、たとえば女学校で伝統的な短歌の教育をさ

れた大島さんからは、これまでの日本人は情緒的

に日本語になだれ込んで、思想の営みを言語化し

てこなかったという問題が指摘された。 
 また、歌はいつ、どうやって作るのか、手で書

くのかパソコンかといった「創作の秘密」にかか

わる質問には、机に座って考えるのではなくある

瞬間に言葉がひらめく。それをひろって歌にする

が、何度も書き直すことも多い。パソコンは歌を

編集するのに便利と、なるほどという答があった。 
 私にとって短歌という詩形は、ごく身近にある

ような、それでいて自分とはまったく関わりがな

いような、なんだか不思議な距離にある。たぶん、

ほかの人たちにも、そんな感覚があるのではない

だろうか。それぞれが阿木津さんの話と歌に触発

されて、言葉に対するアンテナが日常とは違う方

向に向けられた、そんなおしゃべりになったよう

な気がする。 
（秋山洋子） 
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６月20日（金） 

ゲスト：阿木津英さん 

「歌を詠むということ」 

 

特定非営利活動法人 女の空間 NPO 

年 会 費 ６０００円（入会金６０００円） 

郵便振替 口座名 女の空間 NPO 

口座番号 ００１７０－０－５６１３０７ 
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 [月刊「We learn」は、女性と学習・次世代

育成の専門情報誌です。創刊は 1952 年で、「女

性が自ら教養を高め、力をつけること」を目

的に月刊「女性教養」として出発しました。

2002 年に現誌名に改めましたが、「女性教養」

の志を受け継ぎながら、新しい時代に即した

エンパワーメントのための情報を発信してい

ます。](日本女性学習財団 HP より) 
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女の空間 NPO もフォーラムに企画参加します。（参加日時が決まり次第、女の空間 HP にて案内） 
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☆ 女の空間 NPO 事務所にて 
☆ 毎月第３金曜日１８時開始が恒例ですが、 
 １０月の日程は変則です。ご注意を！ 
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【編集後記】 

♪ 『We Learn』2008年7月号（発行：日本女性学習財
団）に、女の空間NPOの活動が掲載されました。 

♪ 『In God’s House』の上映とセクシュアリティに
ついてのしゃべり場に行ってきました。集まった人

たちの真っすぐでごまかしのない話し方に、やられ

ました。とてもよい場になっていた。予想を上回る

参加者数というのもさることながら、わたしの内面

でもザワザワ感があり、かなりエキサイティング。

「性的マイノリティ」という言葉でくくることの乱

暴さも、言われてみて初めて気づいたし、知識で知

っているつもりのことって、ほんとにあくまで「つ

もり」でしかない．．．という当たり前のところに戻

ることができました。 

・・・というわけで、女の空間でも『In God’s House』

DVD を購入しました。いずれ上映会＆フリートークを

やりましょうぞ。ファシリテーター役を引き受けてく

ださる方、募集中！女の空間までご一報くださいね~

☆（みっち） 

 

おしゃべり会 再び募金にご協力を 

お願いします！ 

 


